
様式－1 

ＶＥ評定考査表(基本評定) 

 

令 和   年   月   日 

工事担当課：    局(区)    課 

工 事 名  

Ｖ Ｅ 提 案 業 者 名  

Ｖ Ｅ 提 案 の 内 容  

Ｖ Ｅ 提 案 の 時 期  □入札時   □契約後 

Ｖ Ｅ 提 案 の 採 否 □採用    □不採用 

ＶＥ提案審査委員会開催(評定)年月日 令和  年  月  日 

ＶＥ提案審査委員会委員長職氏名                         ○印  

考査項目 着目点 評価 

共
通
考
査
項
目 

発注者の主旨の理解度 

 

発注者のニーズを理解した的確な提案である等 
ａ ｂ ｃ 

提案の独創性 新技術・新工法の採用 

提案内容の創意工夫等 
ａ ｂ ｃ 

施工計画 安全確保等の信頼性､施工計画・仮設計画の確実性 

施工期間の短縮 

提案の根拠となる資料等の充実等 

ａ ｂ ｃ 

コスト低減効果 提案工種におけるコスト縮減効果等 

 
ａ ｂ ｃ 

社会的ニーズへの配慮 環境対策 

リサイクルへの取り組み等 
ａ ｂ ｃ 

技術の展開性 今後の類似工事への適用 

大きな技術的波及効果等 
ａ ｂ ｃ 

個
別
考
査
項
目 

(具体的に記入) 

 

 

 

 

 

(具体的に記入) 

ａ ｂ ｃ 

評
定
結
果 

 優 大きな効果が期待される、あるいは創意工夫の程度が大である。 

 良 効果が期待される、あるいは創意工夫が認められる。 

 可 大きな効果は期待できない、あるいは創意工夫の程度が小さい。 

(ＶＥ提案審査委員会所見記入欄) 

 

 

 

 

注記 １ 同一工事で複数のＶＥ提案があった場合は､それぞれ別票に作成する｡ 
   ２ 各考査項目の評価を考慮して総合的に判断し、３段階で評定を行う。 

３ 個別考査項目は､提案内容に応じて設定する。 
   ４ ＶＥ提案の採否欄は、広島市建設工事競争入札参加者選定委員会の採否結果を記入す

る。 
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様式－２ 

ＶＥ評定考査表(完成時評定) 

 

令 和   年   月   日 

工事担当課：    局(区)    課 

工 事 名  

Ｖ Ｅ 提 案 業 者 名  

Ｖ Ｅ 提 案 の 内 容  

完 成 検 査 年 月 日 令和  年  月  日 

( 主 任 ) 監 督 員 職 氏 名                         ○印  

検 査 員 職 氏 名                         ○印  

ＶＥ提案審査委員会委員長職氏名                         ○印  

考査項目 着目点 評価 

主
任
監
督
員 

施工状況 提案どおりの施工が行われたか 

提案部分の工程管理が適切であったか 

品質確保対策､安全対策等は十分であったか等 

ａ ｂ ｃ 

施工プロセス 提案に関して監督員との意思疎通は十分であったか 

提案に起因した事故等､問題発生の有無 

問題等が発生した場合に適切な対応を行ったか等 

ａ ｂ ｃ 

(所見記入欄) 

検
査
員 

施工状況 提案の工事記録等が適切に整理されているか ａ ｂ ｃ 

出来形及び出来ばえ 提案部分の出来形が規格値等を満足しているか 

提案部分の品質のばらつきは小さいか 

提案部分の仕上げがきめ細かく美観が良いか等 

ａ ｂ ｃ 

性能の発揮 

性能を規定してい

る場合は､性能の達

成状況について具

体的に記入 

提案どおりの性能が得られたか 

 

 

 

※必要に応じ性能測定結果を添付すること。 

ａ ｂ ｃ 

(所見記入欄) 

評
定
結
果 

 Ａ 提案を上回る優れた成果が得られた。 

 Ｂ 提案どおりの成果が得られた。 

 Ｃ 提案を満たさなかった、あるいは提案に起因した問題等が発生した。 

(ＶＥ提案審査委員会所見記入欄) 

注記 １ 同一工事で複数のＶＥ提案があった場合は､それぞれ別票に作成する｡ 
   ２ 各考査項目については､ＶＥ提案等の部分に着目し記入する。 
   ３ 各考査項目の評価を考慮して総合的に判断し､３段階で評定を行う。 
   ４ 評定は､検査員が主任監督員の考査を参考にした上で素案を作成し､ＶＥ提案審査委員

会の承認を得て決定する。 
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様式－３ 

Ｖ Ｅ 提 案 等 評 定 表 

 

令 和   年   月   日 

工事担当課：    局(区)    課 

工 事 名  

Ｖ Ｅ 提 案 業 者 名  

Ｖ Ｅ 提 案 の 内 容  

Ｖ Ｅ 提 案 の 時 期 □入札時   □契約後 

Ｖ Ｅ 提 案 の 採 否 □採用    □不採用 

提案に基づく施工の有無 □施工あり  □施工なし 

契 約 内 容 

契 約 金 額 当初：             最終： 

工 期 当初：令和  年  月  日  最終：令和  年  月  日 

完 成 年 月 日    令和  年  月  日 

基 本 評 定 年 月 日   令和  年  月  日 

ＶＥ提案審査委員会委員長職氏名  

基 本 評 定   優   良   可 

完 成 時 評 定 年 月 日   令和  年  月  日 

( 主 任 ) 監 督 員 職 氏 名  

検 査 員 職 氏 名  

ＶＥ提案審査委員会委員長職氏名  

完 成 時 評 定   Ａ   Ｂ   Ｃ 

Ｖ Ｅ 評 定 年 月 日   令和  年  月  日 

ＶＥ提案審査委員会委員長職氏名                        ○印  

Ｖ Ｅ 評 定 Ⅵ  Ⅴ  Ⅳ  Ⅲ  Ⅱ  Ⅰ 

Ｖ Ｅ 評 定 点  

注記 １ この票は､ＶＥ提案等評定の確定時に作成する。 
   ２ 同一工事で複数のＶＥ提案等があった場合は､それぞれ別票に作成する。 
   ３ 基本評定とＶＥ評定の関係は提案の採用・不採用により以下のとおりとする。 

ＶＥ評定 Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

基本評定 
採 用   優 良 可  

不採用    優 良 可 

   ４ 完成時評定を行ったときは､基本評定に対応するＶＥ評定を次のとおり補正する。 
    評価Ａ：基本評定に対応する評定の等級を２ランク上にする(例：Ⅳ→Ⅵ) 
    評価Ｂ：基本評定に対応する評定の等級を１ランク上にする(例：Ⅲ→Ⅳ) 
    評価Ｃ：基本評定に対応する評定の等級を１ランク下にする(例：Ⅲ→Ⅱ) 

   ５ ＶＥ評定点 
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評 定 Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

評定点 ６ ５ ４ ３ ２ １ 


